
 

上
条 

報告 
第８０号 

平成 28 年 1 月 
 
 

甲州市教育委員会 

☎32‐5076 

平
成
二
十
七
年
を
振
り
返
っ
て 

平
成
二
十
七
年
を
時
系
列
で
振
り
返
り
ま
す
。 

 

※
青
文
字
は
見
学
会
関
係 

※
赤
文
字
は
重
伝
建
選
定
関
係 

見
学
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
組
長

の
中
村
今
朝
継
様
、
中
村
好
洋
様
、
松
子
様
、
中
村
一
仁
様
、
福
蔵
院
住
職
の
清
雲
敬
祐
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
特
段
の
ご

配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
月
十
八
日
・
・
・
・
峡
東
都
市
計
画
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
上
条
地
区
）
の
決
定 

四
月
一
日
・
・
・
・
・
文
化
財
課
の
新
設 

四
月
二
十
五
日
・
・
・
文
化
庁 

専
門
調
査
会 

現
地
調
査 

五
月
十
五
日
・
・
・
・
文
化
庁
文
化
審
議
会
が
重
伝
建
に
選
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申 

五
月
十
六
日
・
・
・
・
山
梨
日
日
新
聞
の
第
一
面
に
掲
載 

五
月
二
十
三
日
・
・
・
第
一
回
上
条
見
学
会
（
約
八
十
名
） 

七
月
八
日
・
・
・
・
・
重
伝
建
選
定
の
告
示
（
文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
一
号
） 

七
月
二
十
六
日
・
・
・
第
二
回
上
条
見
学
会
（
登
山
・
七
名
） 

八
月
・
・
・
・
・
・
・
『
月
刊
文
化
財
』
に
掲
載 

八
月
七
日
・
・
・
・
・
塩
山
北
中
学
校
区
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
研
究
会 

上
条
見
学
（
二
十
八
名
） 

八
月
二
十
日
～
九
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
上
条
集
落
の
水
彩
画
展 

開
催
（
甘
草
屋
敷
・
巽
蔵
） 

九
月
十
九
日
・
・
・
・
第
三
回
上
条
見
学
会
（
五
十
一
名
） 

十
月
十
五
日
・
・
・
・
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区 

制
度
創
設
四
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
東
京
・
文
化
庁
） 

十
月
三
十
一
日
・
・
・
長
野
県
塩
尻
市
平
出
地
区 

上
条
視
察
（
十
三
名
） 

十
一
月
九
、
十
一
、
十
三
日 

 

・
・
・
・
炉
端
の
会 

上
条
見
学
（
延
べ
百
五
十
名
） 

十
一
月
十
七
日
・
・
・
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
・
伝
統
文
化
体
験
教
室 

上
条
見
学
（
十
六
名
） 

十
一
月
二
十
三
日
・
・
Ｙ
Ｂ
Ｓ
山
梨
放
送
「
て
て
て
！
Ｔ
Ｖ
」
～
晩
秋
の
古
民
家
ぶ
ら
り
旅
～
放
送 

十
一
月
二
十
七
日
・
・
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院 

上
条
見
学
（
十
名
） 

十
一
月
二
十
九
日
・
・
第
四
回
上
条
見
学
会
（
登
山
・
十
六
名
） 

十
二
月
一
日
・
・
・
・
山
紫
会 

上
条
見
学
（
四
十
名
） 

十
二
月
二
十
二
日
・
・
文
化
庁 

建
造
物
担
当 

岡
本
調
査
官 

上
条
視
察 

昨
年
は
、
上
条
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
選
定
の
ニ
ュ
ー
ス

は
、
新
聞
各
社
の
紙
面
に
掲
載
さ
れ
、
山
梨
日
日
新
聞
で

は
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
、
今
ま
で
以

上
に
多
く
の
方
々
が
上
条
を
訪
れ
た
と
思
い
ま
す
。
文
化

財
課
で
は
見
学
会
を
開
催
し
、
上
条
を
ご
案
内
し
ま
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
方
々
に
上
条
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

甲
州
市
は
、
今
年
度
市
制
施
行
十
周
年
を
向
か
え
ま
し

た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
上
条
の
重
伝
建
選
定
の
ニ
ュ

ー
ス
は
、
ト
ッ
プ
を
飾
る
慶
事
で
し
た
。
上
条
の
伝
統
的

な
風
景
を
守
り
、
ま
た
、
後
世
へ
良
好
な
形
で
引
き
継
ぐ

た
め
の
修
理
・
修
景
な
ど
様
々
な
事
業
に
、
引
き
続
き
皆

様
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
号
で
は
今
年
一
年
の
出
来
事
を
時
系
列
で
振
り
返

っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

一
年
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
末
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 



 Ｖ 

【 

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 

】 
 

第
五
回
上
条
集
落
見
学
会 

第
五
回
で
新
年
一
回
目
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
福
蔵
院
か
ら
集
落
内
を
歩
く
散
策
ル
ー
ト
で
、
目
玉
と
し

て
ど
ん
ど
焼
き
の
「
オ
コ
ヤ
」
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

日 
 

時 
 

平
成
二
十
八
年
一
月
十
一
日
（
月
・
祝
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
正
午 

集
合
場
所 

 

福
蔵
院
駐
車
場
集
合 

参 

加 

費 
 

無
料 

申 

込 

み 
 

文
化
財
課
ま
で
（
☎
三
二-

五
〇
七
六
） 

 「
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
上
条
」
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区 

選
定
報
告
会 

 

平
成
二
十
七
年
七
月
八
日
に
重
伝
建
の
選
定
を
受
け
た
こ

と
を
記
念
し
て
選
定
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
案
内
通
知

を
発
送
い
た
し
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

日 
 

時 
 

平
成
二
十
八
年
一
月
十
九
日
（
火
） 

 
 

 
 

 
 

午
後
三
時
か
ら 

会 
 

場 
 

神
金
公
民
館 

ご
存
知
で
す
か
？ 

岩
昌
寺
の
西
側
駐
車
場
か
ら

上
条
集
落
が
見
え
ま
す
！ 

写１ 第四回上条集落見学会の様子 

写２ 岡本調査官の上条視察の様子 

【
文
化
庁 

岡
本
調
査
官 

上
条
視
察
】 

 

十
二
月
二
十
二
日
（
火
）
に
文
化
庁
の
岡
本
調
査
官
が
上
条

の
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
岡
本
調
査
官
は
、
七
月
の

人
事
異
動
で
伝
建
部
門
の
担
当
に
な
ら
れ
、
今
回
山
梨
県
の
伝

建
の
視
察
で
来
県
し
ま
し
た
。
午
前
中
に
早
川
町
の
赤
沢
宿
の

視
察
を
行
い
、
午
後
か
ら
上
条
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
調

査
官
か
ら
は
、
集
落
と
し
て
の
姿
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
評
価
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
防
災
計
画
や
地
域
の
活
性
化

な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
金

井
加
里
神
社
の
本
殿
や
木
造
百
観
音
像
に
つ
い
て
、
単
体
と
し

て
の
文
化
財
的
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全

国
の
文
化
財
を
多
く
見
て
き
た
専
門
家
が
「
す
ば
ら
し
い
」
と

言
っ
て
く
だ
さ
る
風
景
や
文
化
財
が
上
条
に
あ
る
と
改
め
て

実
感
し
、
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。 

十
一
月
の
で
き
ご
と 

【
第
四
回
上
条
集
落
見
学
会 

開
催
】 

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
に
「
第
四
回
上
条
集
落
見
学
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
七
月
に
開
催
し
た
第
二
回
目
の

見
学
会
に
引
き
続
き
、
集
落
を
一
望
で
き
る
地
点
を
目
指
し
、

山
登
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
十
六
名
で
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
絶
景
へ
の
期
待
感
が
増
す
中
、
は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
つ

つ
、
ひ
と
ま
ず
登
山
の
無
事
を
祈
り
福
蔵
院
に
て
お
参
り
。
住

職
の
ご
好
意
で
本
堂
の
中
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
登
り
始
め
の
急
傾
斜
を
無
事
に
ク
リ
ア
し
、
休
憩
を
挟
み

な
が
ら
約
二
時
間
で
絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
し
ま
し
た
。
紅
葉

の
山
々
に
包
ま
れ
る
上
条
集
落
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 


